
⑥
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
議
書
の
内
容
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
年
報
の

「
将
来
必
要
卜
認
ム
ル
件
」
の
項
に
も
本
件
に
関
す
る
記
載
が
無
い
が
、
右
の

報
道
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
本
校
側
に
は
女
生
徒
養

成
の
意
志
が
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

入
試
課
目
改
正

明
治
三
十
―
―
一
年
十
二
月
の
規
則
改
正
に
よ
り
翌
三
十
四
年
か
ら
仮
入
学
制
度

が
実
施
さ
れ
、
以
来
、
入
学
者
選
抜
方
法
は

一
、
仮
入
学
（
無
試
験
で
入
学
さ
せ
、
三
ヶ
月
後
に
実
技
試
験
を
行
い
、
合
格
者
を

二
、
競
争
試
験
（
合
格
者
を
直
ち
に
予
備
の
課
程
へ
入
学
さ
せ
る
。）

の
二
通
り
と
な
っ
た
。
二

の
場
合
の
試
験
課
目

(
76
頁
参
照
）
に
は
学
科
と
専
門

実
技
と
が
あ
っ
た
が
、
同
三
十
六
年
に
至
り
学
科
が
廃
止
さ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
、
本
校
で
は
こ
れ
以
後
入
学
試
験
は
実
技
試
験
の
み
と
な
っ
た
。

東
京
美
術
学
校
参
観
記

0
上
野
の
若
葉
昨
日
久
々
に
て
東
京
美
術
學
校
を
訪
問
致
候

，・

科
赦
授
黒
岩
淡
哉
氏
出
勤
中
に
て
参
観
の
便
を
得
た
り
同
氏
は
先
に
佛
園

大
博
覧
會
に
自
作
を
出
品
し
て
金
賞
を
得
ら
れ
し
人
に
候
て
亦
今
回
大
阪
に

⑤
 

予
備
の
課
題
へ
入
学
さ
せ
る
。）

云
へ
り

幸
に
彫
刻

養
成
せ
ん
と
の
議
は
岡
倉
覺
三
氏
校
長
時
代
よ
り
の
宿
題
な
る
が
正
木
校
長

は
愈
女
生
徒
養
成
の
意
見
書
を
認
め
文
部
大
臣
へ
建
議
せ
り
尤
も
営
局
者

中
に
反
到
論
者
多
き
由
な
れ
ば
宜
行
さ
れ
ん
こ
と
は
餘
程
困
難
な
る
べ
し
と

開
設
せ
る
第
五
回
博
覧
會
美
術
館
前
噴
水
楊
柳
観
―音
に
は
熱
心
に
力
を
い
た

せ
し
青
年
彫
刻
家
に
御
座
候
氏
語
て
曰
ふ
本
校
の
夏
季
休
業
は
例
年
七

月
中
旬
に
始
ま
り
九
月
中
旬
を
以
て
終
る
規
定
な
れ
共
本
年
は
博
覧
會
の
為

修
學
旅
行
と
し
て
去
る
十
日
よ
り
休
業
學
生
に
は
閥
保
之
助
羽
田
禎
之
進

の
雨
氏
附
添
ひ
既
に
奈
＿艮
を
罷
て
大
阪
に
向
へ
り
尚
ほ
下
村
観
山、

白
井

保
次
郎
、
櫻
岡
一
二
四
郎
の
諸
氏
は
英
に
佛
に
米
に
留
學
中
に
て
い
と
淋
し
く

あ
き
だ
な

〔
マ
マ
〕

営
時
校
舎
は
明
店
の
感
あ
り
な
れ
ど
も
日
本
聾
数
室
に
に
本
年
度
の
卒
業

製
作
拉
に
競
技
成
績
の
陳
列
し
あ
れ
ば
イ
ザ
案
内
せ
ん
と
玄
闊
正
面
の
階
上

〔マ

マ
〕

日
本
箱
甕
科
第
四
年
赦
室
に
導
び
か
る
数
室
の
廣
さ
約
四
十
四
坪
妓
に

甲
種
四
五
乙
種
二
五
の
競
技
成
績
の
陳
列
を
見
る
競
技
の
霊
題
は
艶
麗

題
意
を
妙
齢
の
婦
人
に
借
り
し
も
の
多
く
山
水
、
花
鳥
は
稀
な
り
甲
種
の

分
に
て
小
西
義
雄
、
松
岡
輝
夫
、
長
峰
虎
雄
、
植
松
盛
之
助
、
佐
治
友
八
、

小
泉
勝
雨
を
始
め
見
る
可
き
の
作
多
し
元
来
競
技
は
課
題
艶
麗
の
元
に
本

〔
撰

〕

科
三
年
以
下
豫
科
選
科
を
通
じ
て
製
作
競
技
せ
し
も
の
豫
科
に
て
合
格
せ

し
は
小
泉
勝
雨
あ
る
の
み
ま
た
笙
を
嘱
す
可
き
？

順
次
別
室
に
本
年
度
の
卒
業
製
作
を
観
る
製
作
枚
敷
十
四
穂
て
三
尺
巾

〔
漫

〕

と
見
受
＜
百
花
爛
慢
た
る
こ
み
ち
に
露
を
い
と
え
る
唐
美
人
さ
て
は

平
家
の
都
落
ち
と
で
も
題
す
可
き
横
も
の
雨
者
共
に
佳
作
と
す
只
惜

ら
く
は
前
者
は
骨
格
描
法
に
注
意
の
足
ら
ざ
る
な
き
か
然
れ
ど
も
周
菌
に

於
け
る
苦
心
は
よ
く
此
の
ビ
カ
を
許
す
可
く
以
て
全
面
を
貶
す
る
に
足
ら
ざ

る
可
し
後
者
は
水
墨
を
以
て
後
景
二
三
の
人
影
を
現
は
す
筆
者
も
定
め

〔
ざ
ら

ん

〕

し
遠
近
を
取
ら
ん
意
に
外
な
ら
ん
も
其
は
な
く
も
が
な
に
て
前
景
既
に
線
を

施
し
密
な
る
彩
色
を
加
え
し
人
物
と
甚
は
だ
調
和
を
欠
け
り
是
れ
を
昨
年

の
成
績
に
比
し
て
進
歩
上
雲
泥
の
差
あ
り
誠
に
人
物
聾
に
於
て
は
蔑
く
可
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